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事業の内容

条件（対象者、対象行為、補助率等）

国 民間団体等

補助
（定額）

事業イメージ

民間団体等

補助
（天然ガス利用設備の導入1/3、

天然ガスステーションの機能維持・強化1/2）

中圧ガス導管等

災害時にも対応可能な、ボイラ、冷温水機、コンプレッサー（ガス圧縮器）等

民間事業者等

事業目的・概要

天然ガスは化石燃料の中で燃焼時の単位あたりのCO2排出
量が最も低く、窒素酸化物の排出量も少ないという優れた環境
特性を持っており、天然ガス利用設備の普及を促進し、石油
等からの天然ガスシフトを着実に進めていくことが重要です。

 また、災害時の強靱性の向上の観点から、耐震性の高い中圧
ガス導管等から供給を受ける施設に、災害時にも対応可能な
ガス利用設備を普及させることが重要です。

本事業では、災害時にも対応可能な天然ガス利用設備の導
入及び機能維持・強化を行う事業者に対し補助することで、天
然ガスシフトの促進及び災害時の強靭性の向上を図ります。
令和2年度においては、50件程度の採択を予定しています。

天然ガスの環境調和等に資する利用促進事業費補助金
令和2年度予算額 7.0億円（8.0億円）

ガス製造事業者のLNG基地等

＜補助対象＞
中圧ガス導管等でガス供給を受けている、病院・ビル・工場・天然
ガスステーション等に、災害時にも対応可能な天然ガス利用設備の
導入及び機能維持・強化を行う民間事業者等。

成果目標
平成29年度から令和3年度までの事業であり、令和2年度まで
に約5.3万t/年、事業終了の令和3年度までに約6.3万t/年の
CO2削減を目指します。
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